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1.  目的  

本文書の目的は、○○○株式会社（以下、当社）において、製品向けソフトウェアの設計・開

発、維持・管理業務における手順を明確にすることである。  

2.  適用範囲 

当社で設計・開発される製品向けソフトウェアに対して適用する。  

3.  用語の定義 

用 語  意 味  

チェックイン  作成したソースコードモジュールをバージョン管理ツールに登録すること  

4.  役割と責任 

役 割  責 任  

設計開発責任者  ソフトウェア開発プロセスおよびソフトウェア保守プ

ロセスにおける成果物に関して、製品開発を行う上で

の妥当性の観点からレビューし、確認する責任を負う  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  

5.  リスクマネジメント 

リスク管理計画については、リスクマネジメント規程（文書番号：XXXX）に従う。  

6.  成果物 

当社では、製品向けソフトウェアの開発に際して、以下の成果物を作成する。  

番

号  
プロセス  成果物  作成者  確認者  承認者  

1 
ソフトウェア

開発計画  

ソフトウェア開発計画書  
S/W 設計開発

担当者  
SQA 担当者  

S/W 設計開発

管理責任者  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

2 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの （サンプルの （サンプルの
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番

号  
プロセス  成果物  作成者  確認者  承認者  

ため略）  ため略）  ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

3 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

4 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （（サンプル
のため略）た
め略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

5 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

6 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

7 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

8 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  
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番

号  
プロセス  成果物  作成者  確認者  承認者  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

9 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

10 XXX 
（サンプルのため略）  （サンプルの

ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

11 XXX 

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

12 XXX 
（サンプルのため略）  （サンプルの

ため略）  

（サンプルの
ため略）  

（サンプルの
ため略）  

13 XXX 
（サンプルのため略）  （サンプルの

ため略）  

（サンプルのた
め略）  

（サンプルの
ため略）  
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7.  ソフトウェア開発プロセス  

7.1  ソフトウェア開発計画 

7.1.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「製品要求仕様書」（PRS）  

➢ XXX 

➢ XXX 

➢ 「ソフトウェア開発計画書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.1.2  ソフトウェア開発計画書  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

エンベデッド SOUP を含めたソフトウ

ェア開発の計画を策定し、「ソフトウェ

ア開発計画書」を作成する。  

ソフトウェア開発計画は、システム開

発計画全体に統合してもよい。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.3  ソフトウェア開発計画書の更新 

開発が進むにつれて、必要に応じてソフトウェア開発計画書を更新すること。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

ソフトウェアアイテムをグループ分けし、

各グループに対して適用するプロセスを設

定し、「ソフトウェア開発計画書」を更新す

る  

各グループに適用するプロセス

は、各グループに含まれるソフト

ウェアアイテムの中で最も高い安

全性クラスをもとに設定するこ

と。  

より低い安全性クラスを設定する

場合は、根拠を記載すること。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.1.4  ソフトウェア構成管理計画書 

エンベデッド SOUP を含む、ソフトウェアの構成品目の保管、アクセス、リリース及び変更制御

に関わる計画を作成し、文書化する。  

開発が進むにつれて、必要に応じてソフトウェア構成管理計画書を更新すること。 (メモ：ベース

ラインの更新を意識した記載の追加 ) 

ソフトウェア構成管理手順書（文書番号：XXXXX）に従って、ソフトウェア構成管理を実施する

こと。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア構成管理計画書」を作

成する。  

「ソフトウェア開発計画書」に記載し

てもよい  

ソフトウェア構成管理手順書（文書番

号：XXXXX）に従って行うこと  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.5  ソフトウェア文書管理計画書 

ソフトウェア開発プロセスにて作成するドキュメント、文書作成に関わる作業標準の識別、発行

に関わる計画を作成し、文書化する。  

ソフトウェア文書管理手順書（文書番号：XXXXX）に従って、ソフトウェア文書管理を実施する

こと。  

本文書で定義したドキュメントはすべてソフトウェア文書管理の対象とする。  

すべての成果物を DHF 手順書（文書番号：XXXXX）に従って管理すること。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア文書管理計画書」を作

成する。  

「ソフトウェア開発計画書」に記載し

てもよい  

ソフトウェア文書管理手順書（文書番

号：XXXXX）に従って行うこと  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.6  ソフトウェア変更管理計画書 

エンベデッド SOUP を含む、ソフトウェアの変更の開始から終結までの制御について計画を作成

し、文書化する。  

ソフトウェア変更管理手順書（文書番号：XXXXX）に従って、ソフトウェア変更管理を実施する

こと。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア変更管理計画書」を作

成する。  

「ソフトウェア開発計画書」に記載し

てもよい。  

ソフトウェア問題管理及び変更管理手

順書（文書番号：XXXXX）に従って

行うこと  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.1.7  ソフトウェア供給者管理計画書 

ソフトウェア開発に供給者を利用する場合は、ソフトウェア開発計画を立案する際に合わせて供

給者管理について計画する。  

 

 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

外部委託を行う場合、供給者を管理す

るための計画を立て、「ソフトウェア供

給者管理計画書」を作成する。  

ソフトウェア供給者管理手順書に従っ

て行うこと。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.8  ソフトウェア供給者成果物移行計画書 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

外部委託を行う場合、供給者から当社

側へ成果物を移行するための計画を立

て、「ソフトウェア供給者成果物移行計

画書」を作成する。  

ソフトウェア供給者管理手順書（文書

番号：XXXXX）に従って行うこと。  

XXX （サンプルのため略）。  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.9  ソフトウェア検証計画書  

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  ソフトウェア開発計画書（最新版）を

参照し、ソフトウェア検証計画を作成

し、「ソフトウェア検証計画書」を作成

する。  

ソフトウェア開発計画書に記載しても

よい。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.1.10  ソフトウェアプロジェクト計画チェックリスト  

役 割  実施内容  留意事項  

SQA 担当者  プロジェクト計画レビューを実施し、

「ソフトウェアプロジェクト計画チェ

ックリスト」を作成する。  

 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.2  ソフトウェア要求分析 

7.2.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「製品要求仕様書」（PRS）  

➢ XXX 

➢   XXX 

➢   XXX 

➢   XXX 

➢ 「ソフトウェア要求仕様書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.2.2  ソフトウェア要求仕様書執筆準備 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

責任者  

提案されたプロジェクトの製品の要件

を理解する。  

下記のことで達成できる。  

 商品担当部門または設計開発担当者

とのブレーンストーミングセッショ

ン  

 （サンプルのため略）  

 （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.2.3  ソフトウェア要求分析シート 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

必要に応じ、要件を分析し、「ソフトウ

ェア要求分析シート」を作成する。  

下記の要素に対して要件を分析し文書

化する。  

 タイプ（機能または非機能）  

 （サンプルのため略）  

 （サンプルのため略）  

 （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.2.4  ソフトウェア要求仕様書  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア要求仕様書」を作成す

る。  

ソフトウェア開発の初期に要求事項の

すべてが明らかになっているとは限ら

ないため、T.B.D 項目を含んでいても

よい。ただし、すべての T.B.D 項目を

終結まで追跡すること  

 

ソフトウェア要求事項の定義に役立つ

品質特性に関する情報については、

ISO/IEC9126-1 に記載されているた
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役 割  実施内容  留意事項  

め、要求仕様作成の際の参考情報とし

て用いてよい。  

 

必要に応じてシステム要求事項を含め

た既存の要求事項の再評価を行い、そ

の要求事項を更新すること。  

 

以下を特定し、文書化すること。  

 プロジェクトの範囲  

 （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.2.5  ソフトウェアプロジェクトリスク管理  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

必要に応じて、ソフトウェア開発プロ

ジェクトに関するリスクを特定し、「ソ

フトウェアプロジェクトリスクログシ

ート」を作成する  

本文書の作成は任意とする。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.2.6  ソフトウェア要求分析フェーズチェックリスト  

役 割  実施内容  留意事項  

SQA 担当者  必要に応じて、「ソフトウェア要求分析

フェーズチェックリスト」を作成す

る。  

作成は任意とする。  

7.3  エンベデッド SOUP マネジメント 

ソフトウェア開発において、エンベデッド SOUP を使用する場合は、エンベデッド SOUP マネジ

メント手順書（文書番号：XXXXX）に従って、エンベデッド SOUP 管理を実施すること。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

エンベデット SOUP について詳細情報

を特定し、「エンベデット SOUP マネジ

メントシート」に記入する。  

 

ソフトウェアアーキテクチャ設計フェ

ーズ終了までに実施する。  

「ソフトウェアアーキテクチャ設計

書」に記載してもよい  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.4  ソフトウェアアーキテクチャ設計 

7.4.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェア要求仕様書」  ➢ 「ソフトウェアアーキテクチャ設計書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.4.2  ソフトウェアアーキテクチャ設計書 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェアアーキテクチャ設計書」を

作成する。  

ソフトウェアの要求事項を、ソフ

トウェアの構造およびソフトウェ

アアイテムを明示したアーキテク

チャに変換し作成する。  

必要に応じて、エンベデッド

SOUP を含める。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

 

7.5  ソフトウェア詳細設計 

エンベデッド SOUP は本章を実施しない。  

7.5.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェアアーキテクチャ設計書」  ➢ 「ソフトウェア詳細設計書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.5.2  ソフトウェア詳細設計書  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア詳細設計書」を作成する。  
 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）   

 

7.6  コーディング 

エンベデッド SOUP は本章を実施しない。  
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7.6.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェア詳細設計書」  ➢ ソースコード  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.6.2  コード 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソースコード」を作成する。  
－  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.7  ソフトウェア単体テスト  

エンベデッド SOUP は本章を実施しない。  

7.7.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェア詳細設計書」  

➢ XXX 

➢ 「ソフトウェア単体テスト仕様書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.7.2  ソフトウェア単体テスト仕様書  

役 割  実施内容  留意事項  

XXX 「ソフトウェア詳細設計書」に従って、ソ

フトウェア単体テストを設計し、「ソフトウ

ェア単体テスト仕様書」を作成する。  

 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.7.3  ソフトウェア単体テスト記録 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア単体テスト仕様書」に従っ

て、ソフトウェア単体テストを実施し、テ

スト結果を記載して「ソフトウェア単体テ

スト記録」を作成する。  

「ソフトウェア単体テスト仕様

書」のコピーを用意し、テスト結

果を記載したものをテスト記録と

すること。  
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テスト結果が期待される結果と相

違する場合、再試験を実施するた

めに十分に詳細な情報を記入する

こと。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.7.4  ソフトウェア単体テスト報告書 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェア単体テスト報告書」を作成

する。  
 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8  ソフトウェア結合テスト  

7.8.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェア検証計画書」  

➢ XXX 

➢ XXX 

➢ 「ソフトウェア結合テスト計画書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.8.2  ソフトウェア結合テスト計画書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア検証計画書」及び「ソフト

ウェアアーキテクチャ設計書」に基づき、

「ソフトウェア結合テスト計画書」を作成

する。  

エンベデッド SOUP を含めたソフ

トウェアビルドのテスト結果を含

めて計画を立てること。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8.3  ソフトウェア結合テスト仕様書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェアアーキテクチャ設計書」に

基づき、ソフトウェア結合テスト仕様を設

計し、「ソフトウェア結合テスト仕様書」を

作成する。  

－  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8.4  ソフトウェア結合テストスクリプト 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア結合テスト仕様書」に基づ

き、テストの手順を定義し、「ソフトウェア

結合テストスクリプト」を作成する。  

－  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8.5  ソフトウェア結合テスト記録 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア結合テストスクリプト」に

従って、ソフトウェア結合テストを実施

し、テスト結果を「ソフトウェア結合テス

ト記録」に記載する。  

「ソフトウェア結合テストスクリ

プト」のコピーを用意し、「ソフ

トウェア結合テスト記録」とする

こと。  

 

テスト結果が期待される結果と相

違する場合、再試験を実施するた

めに十分に詳細な情報を記入する

こと。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8.6  リグレッション試験 

ソフトウェアを変更した場合には、必要に応じてソフトウェア結合テストに合わせてリグレッシ

ョン試験を実施する。  

各実施内容のレビュー・承認に関しては、対象となる成果物のプロセスに従うこと。  

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  変更が影響する範囲を特定し、特定した範

囲に従ってリグレッション試験設計を作成

する。  

リグレッション試験設計はソフト

ウェア結合テスト仕様書にテスト

ケースを追記し、改訂すること  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.8.7  ソフトウェア結合テスト報告書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア結合テストログ」のテスト

結果から、「ソフトウェア結合テスト報告

書」を作成する。  

－  
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XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.9  ソフトウェア総合テスト  

7.9.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ 「ソフトウェア検証計画書」  

➢ XXX 

➢ XXX 

➢ 「ソフトウェア総合テスト計画書」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.9.2  ソフトウェア総合テスト計画書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア検証計画書」及び「ソフト

ウェア要求仕様書」に基づき、「ソフトウェ

ア総合テスト計画書」を作成する。  

エンベデッド SOUP を含める。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.9.3  ソフトウェア総合テスト仕様書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア要求仕様書」に基づき、ソ

フトウェア総合テスト仕様を設計し、「ソフ

トウェア総合テスト仕様書」を作成する。  

エンベデッド SOUP の意図する仕

様や要求に対しての妥当性確認活

動についても文書化すること。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.9.4  ソフトウェア総合テストスクリプト 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア総合テスト仕様書」に基づ

き、テストの手順を定義し、「システムテス

トスクリプト」を作成する。  

 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.9.5  ソフトウェア総合テストログ 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア総合テストスクリプト」に

従って、ソフトウェア総合テストを実施

し、テスト結果を「ソフトウェア総合テス

ト記録」に記載する。  

「ソフトウェア総合テストスクリ

プト」のコピーを用意し、「ソフ

トウェア総合テスト記録」とする

こと。  

 

テスト結果が期待される結果と相

違する場合、再試験を実施するた

めに十分に詳細な情報を記入する

こと。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.9.6  リグレッション試験 

ソフトウェアを変更した場合には、必要に応じてソフトウェア総合テストに合わせてリグレッシ

ョン試験を実施する。  

各実施内容のレビュー・承認に関しては、対象となる成果物のプロセスに従うこと。  

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  変更が影響する範囲を特定し、特定した範

囲に従ってリグレッション試験設計を作成

する。  

リグレッション試験設計はソフト

ウェア総合テスト仕様書にテスト

ケースを追記し、改訂すること  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

7.9.7  ソフトウェア総合テスト報告書 

役 割  実施内容  留意事項  

QE 担当者  「ソフトウェア総合テストログ」から、「ソ

フトウェア総合テスト報告書」を作成す

る。  

－  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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7.10  トレーサビリティ管理 

ソフトウェア総合テストのトレースについては、QE 業務担当もレビューを行う。  

PRS-SRS のトレースについては、設計開発業務者もレビューを行う。  

7.10.1  トレーサビリティマトリックスの記入要領 

フェーズ  実施内容  留意事項  

ソフトウェア要求分析  トレーサビリティマトリックスを作成し、「ソ

フトウェア要求トレーサビリティ」シートを記

入する。  

 

XXX （サンプルのため略）   

XXX （サンプルのため略）   

XXX （サンプルのため略）   

XXX （サンプルのため略）   

XXX （サンプルのため略）   

XXX （サンプルのため略）   

7.10.2  トレーサビリティマトリックスの作成及び更新  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者 /QE 担

当者  

トレーサビリティマトリックスを作

成・更新する。  

「ソフトウェア要求トレーサビリテ

ィ」シートを記入し、製品要求とソフ

トウェア要求のトレーサビリティを文

書化する。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

 

7.11  リリース 

7.11.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ リリースする全ての成果物  

➢ XXX 

➢ 「ソフトウェアリリースノート」  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

➢ （サンプルのため略）  

7.11.2  ソフトウェアプロジェクト終結報告書  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェアプロジェクト終結報告書」

を作成する。  

必要に応じて「ソフトウェアプロジェクト

管理ワークブック」を利用する。  

作成は任意とする。  

すべてのプロジェクトメトリクス

について照合・分析を行う。  

リスク発生の状態と概要も記載す

る。  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  



文書番号 タイトル バージョン 発効日 Page 

XXX-02 
ソフトウェア設計開発手順書（サン

プル） 
第 1.0 版 20XX 年 XX 月 XX 日 20 of 27 

 

Confidential 

7.11.3  ソフトウェアプロジェクト終結チェックリスト  

役 割  実施内容  留意事項  

SQA 担当者  ソフトウェアプロジェクト終結報告の

レビューを実施し、「ソフトウェアプロ

ジェクト終結報告書チェックリスト」

を作成する。  

 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

 

7.11.4  ソフトウェアリリースノート 

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

「ソフトウェアリリースノート」を作成す

る。  
 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

 

8.  ソフトウェア保守計画 

8.1  プロセスのインプットおよびアウトプット 

インプット  アウトプット  

➢ ソフトウェア開発計画書で規定されたイン

プット  

➢ 「ソフトウェア保守計画書」  

➢ （サンプルのため略）  

8.2  ソフトウェア保守計画書  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

責任者  

保守チームのリソースを特定する。  
 

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  
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9.  ソフトウェア問題管理 

エンベデッド SOUP を含む、ソフトウェアの障害管理を行う。  

ソフトウェア問題管理及び変更管理手順書（文書番号：XXXXX）に従って、ソフトウェア障害管

理を実施すること。  

役 割  実施内容  留意事項  

S/W 設計開発

担当者  

ソフトウェア問題管理計画を作成し、

ソフトウェア開発計画書に文書化する  

ソフトウェア問題管理および変更管理

手順書（文書番号：XXXXX）に従っ

て行うこと  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

XXX （サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

10.  引用規格 

IEC62304：2006 
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Appendix 1 各種成果物レビュー要領 

成果物  レビュー要領  

ソフトウェア開発計画書  ソフトウェアライフサイクルが実行可能であることを保証すること  

計画が妥当であることを保証すること  

更新時には、更新された計画が妥当であることを保証すること  

 全ての項目が記載されているか（網羅性）  

 記載内容は十分に詳細か（精密性）  

 記載内容に曖昧さがないか（明瞭性）  

 記載内容に矛盾はないか（一貫性）  

 計画を実施するうえで適切か（妥当性）  

 設計開発の特性にあった計画か（妥当性）  

ソフトウェア検証計画書  （サンプルのため略）  

ソフトウェア要求仕様書  （サンプルのため略）  

ソフトウェア要求仕様書チ

ェックリスト  

（サンプルのため略）  

ソフトウェアアーキテクチ

ャ設計書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア詳細設計書  （サンプルのため略）  

ソースコード  （サンプルのため略）  

コードレビューチェックリ

スト  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア単体テスト仕

様書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア単体テスト報

告書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェアビルド計画書  （サンプルのため略）  

ソフトウェアビルド検証テ

スト手順書  

（サンプルのため略）  

 

ソフトウェア結合テスト計

画書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア結合テスト仕

様書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア結合テストス

クリプト  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア結合テストス

クリプト（テスト結果記録

含む）  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア結合テスト報

告書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア統合テスト仕

様書  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア統合テストス

クリプト  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア総合テストス

クリプト（テスト結果記録

含む）  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア総合テスト報 （サンプルのため略）  
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告書  

ソフトウェアリリースノー

ト  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア保守計画書  （サンプルのため略）  

その他  

(ソフトウェア構成管理計

画書  

ソフトウェア文書管理計画

書  

ソフトウェア変更管理計画

書  

ソフトウェア供給者管理計

画書  

ソフトウェア供給者成果物

移行計画書  

ソフトウェア要求分析シー

ト  

ソフトウェアプロジェクト

リスクログシート  

エンベデッド SOUP マネジ

メントシート  

インテグレーションテスト

記録  

システムテスト計画書  

システムテスト記録) 

（サンプルのため略）  
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Appendix 2 ソフトウェアアーキテクチャ設計書のレビュー観点 

ソフトウェアアーキテクチャ設計書のレビューは以下の観点で実施すること。  

タスク  

全項目が記載されてい

るか（網羅性）。右記

の項目を確認すること  

リスクマネジメントに関連する製品要求事項およびソフトウェア要求

事項が実現されているか  

ユーザビリティ要求

が実現されている

か。右記の項目を確

認する  

操作の複雑さやユーザの想定外の設計により生

じる使用上のエラーに対する要件  

エラー、アラーム、警告に関する要件  

その他のすべてのユーザビリティ要求が実現さ

れているか  

セキュリティ要件（物理的セキュリティ、論理的セキュリティ）が実

現されているか  

SOUP アイテムの適正な動作を支援するために必要なソフトウェア、

ハードウェアの要件が実現されているか  

例）プロセッサの種類・速度、メモリの種類・サイズ、システムソフ

トウェアの種類、通信ソフトウェアおよび表示ソフトウェアの要求事

項など  

その他の制約事項が実現されているか  

ソフトウェアアイテムとソフトウェアユニット間、ソフトウェアとハ

ードウェア間、およびソフトウェアとユーザ間のインタフェースにつ

いて記載されているか  

SOUP アイテムを適切に運用できるための機能について記載されてい

るか  

また、右記を含めた

多くの設計の側面に

ついて確認し、分析

すること  

コントロールフロー  

データフロー  

複雑性  

タイミング  

サイズ  

メモリの割り当て  

致命度解析を行い、致命的な問題を解消するた

めのリスクマネジメントを行う  

リアルタイム性  

スループット  

その他のソフトウェア要求がすべて実現されているか  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  
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Appendix 3 ソフトウェア詳細設計書のレビュー観点 

ソフトウェア詳細設計書のレビューは以下の観点で実施すること。  

タスク  

すべてのソフトウェアユニットが網羅されているか（網羅性）  

ソフトウェア要求の実現に十分

な情報が含まれているか。右記

の観点で確認すること  

用途  

機能  

安全性  

有効性  

また、以下を含めた多くの設計

の側面について確認し、分析す

ること  

コントロールフロー  

データフロー  

複雑性  

タイミング  

サイズ  

メモリの割り当て  

致命度解析を行い、致命的な問題を解消するためのリスクマ

ネジメントを行う  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  （サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  
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Appendix 4 ソースコードレビュー観点 

ソースコードレビューは以下の観点で実施すること。  

タスク  

すべてのソフトウェア要求仕様がソースコード化されているか（網羅性）  

ソースコードがリスク管理策を含む要求事項を実現しているか（網羅性）  

すべてのソフトウェアユニットがソースコード化されているか（網羅性）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  

（サンプルのため略）  
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Appendix 5 トレーサビリティマトリックスのレビュー 

フェーズ  レビュー要領  

ソフトウェア要求分析  ソフトウェア要求が製品要求を網羅していることを保証すること  

 すべてのソフトウェア要求が製品要求に紐付けられているか（網

羅性）  

 該当するすべての製品要求がソフトウェア要求に紐付けられてい

るか（網羅性）  

 テンプレートのすべての項目が記載されているか（網羅性）  

 記載内容に曖昧さがないか（明瞭性）  

 記載内容に矛盾はないか（一貫性）  

 記載内容は適切か（妥当性）  

 各項目が一意に識別可能か（一意性）  

ソフトウェアアーキテクチ

ャ設計  

（サンプルのため略）  

ソフトウェア詳細設計  （サンプルのため略）  

コーディング  （サンプルのため略）  

ソフトウェア単体テスト  （サンプルのため略）  

ソフトウェア結合テスト  （サンプルのため略）  

ソフトウェア統合テスト  （サンプルのため略）  

 


